
 名　　称 鹿沼市小中学校再編計画策定に向けた意見交換会（東中学区）について

 日　　時 令和 6年 3月 25 日（月）19 時 00 分～20時 00 分

 場　　所 市民文化センター　中会議室

 出席者 参加者：15 名

 

内容及び 

結果等

＜意見交換会＞19：30～

 さつき小は人数が多いが中学校は分散してしまう。行政区としては菊沢・東部

台・犬飼地区と分別されてしまい、自治会としてもやりづらい部分がある。 

小学校に通う子どもたちは不安になってしまうので、施設の改修に伴いうまく

再編できればと思う。

 【質問】 

4 ページに「社会情勢によっては適宜見直しを進める。」とあるが、市のトップ

が人口減少と言っている中、この問題に対して何か手を打って今のままで学校を

残していけるのか。 

企業を誘致すれば壬生や下野市のように人口は増えるわけなので、市の意見を

合わせながら再編ありきで進まれては困ると思う。 

私の考えとしては、学校プラス企業誘致として考えてもらいたい。昼間の人口

が減ったりいろいろな問題が出てくると思うが、地域の行事等も人数が減り立ち

いかなくなってしまっているので、三位一体となって考えていかないと。アンケ

ートの結果ですぐ統合という訳ではなくよく考えてほしい。 

【回答】 

再編計画は市の総合計画に基づいて実施している。先ほどのご意見については

市全体で地域活性化も含めて考えていきたい。

 【質問①】 

人口減少を食い止めている自治体の取り組みを参考にして学校再編計画を立て

ているのか、全く気にしておらず鹿沼市の人口減少の推移しか考慮していないの

かどちらか。 

他県では子供達へ手厚い支援をやる結果、若者たちがそこに住んで子育てをや

っていると思う。九州では企業誘致で人口が増えたところもあるので、教育委員

会が市の総合計画の中にきちんと施策を取り入れようとしたのか、取り入れよう

としたけど拒否されたのか、拒否されたのであれば理由は何なのか、そういった

分析をされて再編計画を考えたのか。 

アンケート結果が示されたが、何も知らない人がアンケートに答えて、あとで

気がついたらあんな回答をして失敗したというテレビのニュースを見ており、そ

ういった事例がよく出ている。 

市教育委員会としては、広い視野をもって検討していかなければならないと思

う。 

2ページで増えている学校もある。永野小は増えておりどういう理由で増えてい

るのか。池ノ森は減っているが、壬生との境で企業があり増えそうではある。そ

ういう分析はされているのか。 

【回答①】 

「他県の支援や対策について、分析されているのか？」という点については、

市全体として様々な部署に協議を図り計画を作成している。学校教育課では、子

どもの教育の質を第⼀に考え、何をしたら子どもにとって良い学校が作れるかを検

討している。 

アンケート結果については、これで決まりではなく、アンケート結果を基に作

成した今回の計画について、地域ごとに意見交換会を持って協議を行なっていく

ので、まだまだ決定ではない。意見交換会の結果についても情報を共有し、話し

合いながら決めていく。 

永野小については、住民基本台帳に登録されている人数での数字であるが、ま

だ出生前の数字になっているので、過去の数値をもとに推計している。池ノ森小



 学校については調整区域であり、なかなか家が建ちづらい環境である。 

統廃合だけが全てではなく、地域づくりの将来を考えたときに、学校の利活用

も踏まえて地域活性化を考えていきたいと思う。 

 

【質問②】 

市内の小学校で廃校になった地域が活性化されたという話を聞いたことがない

が、地域の学校がなくなった場合、子どもを通わせる学校が近くにないため、若

い⼈が住まなくなってしまう。統廃合をすれば、地域は活性化というより衰退する

のではないか。 

たとえば山間部に大学病院を持ってくるとか私立の学校を誘致するとか、学校

教育課としては私立の学校を誘致するのは難しいと思うが、発想の転換を図り、

地域が活性化するよう様々な案を考えまちづくりしていってほしい。 

鹿沼市には小規模特任校はあるのか？ 

【回答②】 

今回のアンケート結果では、小規模校を望む声はほとんどなく、統廃合に向け

た意見の方が多かったので小規模特任校の計画案はなかった。 

 

【質問③】 

他市では、小規模特任校で素晴らしい取り組みを⾏っているところもある。鹿沼

市もそういった学校を研究し、地域を活かした魅力的な教育を考えれば、通わせ

たいと考える人も増えるだろう。 

小規模特認校は素晴らしい教育方針であるため、池ノ森小学校もそういった手

法を考えるべき。 

【回答③】 

県内にも小規模特認校など特色のある学校づくりに取り組んでいるところがあ

ることは存じている。いただいたご意見は市長部局でもよく検討していきたいと

思う。

 【質問】 

粟野高校は現在何に利用しているのか。何か決まっているのか。 

【回答】 

県の施設であるため、特に市で何か決まっているものやわかっていることはな

い。 

 

【質問②】 

　中山間の学校などはそういった学校跡地をうまく利用してやったら良いのでは

ないかと思う。 

【回答】 

他の地域で利活用しているところもあると思うので研究していきたい。 

 

【意見】 

地域の活性化と少子化をなんとかしたいと思ってのことなので、何かの起爆剤

になればと思っていったことである。

 【質問】 

再編というと小さい学校に目が向きがちになり、大きすぎる学校にも目を向け

てほしい。 

小さすぎる学校は、交友関係や学校活動において子どもにとって問題であると

思うが、一方で大きすぎる学校では、一人一人の体験学習からすると物足りない

部分もある。 

計画では、大規模校についての検討は後期 5 年間という説明であったが、解消

されるのが 10年後となると、現在 2歳の子どもも小学校を卒業してしまう。でき



 るだけ大規模校についても適正規模へと再編できるよう、早くから目を向けても

らえると、保護者としてありがたい。

 【質問】 

アンケートを作成するにあたり学校評議員会に出向いて、意見を投げかけたこ

とはあるのか？ 

【回答】 

今回の意見交換会がそれである。 

 

【意見】 

学校数が多いので、全てに出向いて意見を伺うのは大変だとは思うが、大きな

集まりでは発言しにくいと感じる方も多いだろうと思うので、直接意見を聞きに

行くような意見交換会を行っていただければと思う。 

＜意見交換終了＞　20：00

 閉会

 配布資料 鹿沼市小中学校再編計画骨子、鹿沼市の小中学校の配置図、アンケート用紙


